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平成 18年 1月 11日(水)
林 泰- アカシア人工林における気象環境に関する観測
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｢木質資源蓄積に対する環境要因効果解析システムの構築｣
｢森林微生物による森林圏土壌活性化機構に関する研究｣
｢組換えポプラの網室における成長解析と安全評価試験｣
｢熱帯樹による年輪気候学｣
｢植物を用いた内分泌擾乱物質の環境浄化｣
ミッション2:太陽エネルギー変換 ･利用
｢白色腐朽菌を利用した木質バイオマス変換｣
｢木材加工-のマイクロ波応用に関する基礎技術開発｣
｢木材基板のアンテナ応用に関する基礎技術開発｣
｢木材劣化生物及び放射線を用いた木質バイオマスの効率的エネルギー変換｣
｢自己放熱性炭素基板材料の開発｣
｢マイクロ波がキノコに与える影響｣
ミッション3:宇宙環境 .利用
｢宇宙環境シミュレー タの開発｣
｢放射線帯高エネルギー粒子生成機構の研究｣
｢小型宇宙電磁環境モニター装置の開発｣
｢宇宙用導電軽量木質材料の開発｣
｢エネルギー収支の確率的変動に基づく生存圏リスク評価の数理モデル開発｣
ミッション4:循環型資料 ･材料開発
｢低環境負荷 ･資源循環型長寿命木造住宅｣
｢木造住宅とマイクロ波利用一住宅材料の電波吸収特性とユビキタス電源-｣
｢低環境負荷型シロアリ防除システムの開発｣
｢エコ住宅用空気質調整材料の開発と調湿機能評価｣
｢天然系接着剤の開発｣
｢資源循環型木質系材料開発｣
｢ccA処理廃棄木材の無害化
｢遺伝子発現を指標としたスギの材質特性の解明｣
インターミッション
｢アカシアプロジェクト｣
熱帯地域における大規模人工造林と地域環境の調和ある共存は､直近の重要研究課題である｡ 本プロジ
ェクトは､国内外の研究機関 ･企業と連携して､スマトラ島のアカシアマンギクム植林地 (19万-クター
ル､大阪府面積に相当)において､大気圏･森林圏･人間生活圏の物質循環の精測を行い､それに基づき､
地域の環境を損ねることなく木材生産の持続性と循環性を保証する方策を考えることを目的としている｡
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